
図１　既往斜面災害の発生域を示した表示画面の例

図２　個々の土砂災害の
　　　情報表示画面

　“土砂災害プロジェクト”では６月

末より既往斜面災害データベースのＷ

ｅｂ－ＧＩＳ詳細地図版の公開を始め

ました。これまでにも地すべり地形分

布図のＷｅｂ公開を進め、規模の大き

な地すべりが起きる可能性のある斜面

情報を公開してきましたが、今回は実

際に起こった土砂災害について紹介す

るホームページを作成しました。

　現在１１０件ほどの災害事例を収録

していますが、これを年代順の一覧表

で見たい災害を選ぶこともできますし、

日本全体の地図から見たい場所へと順

次拡大していくことで探すこともでき

ます。発生場所の詳しい地図を表示し

たり（図１）、発生状況に関するデー

タを見ることもできます（図２）。災

害状況の空中写真（裸眼実体視）の表

示も可能です。

　土砂災害は全国各地で毎年起きてい

ますが、不意を襲われてたくさんの死

傷者を出した災害もあれば、うまく避

難できて人的被害が出なかった例もあ

ります。土砂災害を防ぐにはどういっ

た場所でどんな状況で災害が発生して

きたかについて知っておくことも大切

です。小さいものを含めると実際には

その１００倍以上の土砂災害の履歴が

ありますので、これからも収録件数を

増やしていきたいと思います。
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　兵庫県三木市に建設中の実大三次元

震動破壊実験施設（Ｅ－ディフェンス

）震動台の据付作業を５月１９日（水

）に行い、報道関係２０社、兵庫県、

三木市などの建設にあたってご協力い

ただいている関係者約３０人の方々に

公開しました。

　Ｅ－ディフェンスの主要部分は、実

際の地震と同じ三次元で複雑に揺れる

長さ２０ｍ×幅１５ｍ×高さ５．５ｍ、

重さ７７５トンある世界最大の震動台

です。この震動台を４００トンクレー

ン２基で吊り上げ、１時間かけてピッ

トに据え付けました。

　機械装置類の工事はこれが最終段階

となり、これからは試験運転・調整を

経て、来春の完成を目指します。完成

後は、６階建て鉄筋コンクリートビル

の耐震実験などが計画されています。

　今年で３回目となる成果発表会を５

月２５日（火）につくばの研究交流棟

で行いました。今回も、第１回第２回

と同様に１５０人を超える参加があり､

盛況に終わりました。講演５件、ポス

ター発表２０件を行い、最新の研究成

果を参加した方々に説明しました。特

に、講演に関しては全体的に好評で、

『雪崩の悲劇をなくすために』は「わ

かりやすく雪崩の性質、危険性を理解

できた」、『防災研究の革新－ＥｑＴ

ＡＰ国際プロジェクト－』は「途上国

への防災技術移転の有力なモデルとな

り得るもので印象的だった」というよ

うなご意見を多数いただきました。

　講演要旨、発表ポスターはホームペ

ージからご覧いただけます。


